
製造業、第三次産業において前年同時期より増加している。

事故の型別では転倒災害が37%、起因物別では仮設物・建築物・構築物42%と多発している。災害動向のポイント

福井労働局 令和７年労働災害発生状況

全業種 年齢別

死亡災害発生状況

事故の型別

業種別

起因物別

0
50

100
150

上記以外の業種

第三次産業

林業

道路貨物運送業

建設業

製造業

4 107

3

28

38

43

9
114

4

28

15

55

令和７年 令和６年

転倒 37%

墜落・転落

18%

動作の反

動・無理な

動作

8%

激突 8%

はさまれ・巻

き込まれ 8%

激突され

6%

交通事故

4%

切れ・こすれ

4%
他の事故の型 7%

仮設物・建築

物・構築物等

42%

物上げ装置・運搬機

械

15%

その他の装置等

13%

動力機械 9%

荷 4%

環境等 2%
その他 15%

1人
（令和７年４月末速報値）

212
224
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50

100

150

200

250

令和６年 令和７年

前年比

2人

0.9％
増

2% 7% 7%

15%

29%

40%

～19歳 20～29歳 30～39歳

40～49歳 50～59歳 60～歳

コロナ感染に

よるものを除

いた数

223 225


